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歳入合計 ………………… 169億7,604万6,849円
歳出合計 ………………… 160億5,228万 259円
歳入歳出差引額 …………… 9億2,376万6,590円
実質収支 …………………… 8億4,203万6,536円

歳入総額は16,976,047千円ですが、その主なものです。

（単位：千円）

増 減 額平成26年度平成27年度区　　分

5192,566,8122,567,331市 税

△ 　88,5426,548,8056,460,263地方交付税

△ 　74,6691,930,4401,855,771国庫支出金

9,173902,983912,156県 支 出 金

160,765711,216871,981繰 越 金

△3,698,9005,945,1002,246,200市 債

△3,221,16120,197,20816,976,047歳入合計

増 減 額平成26年度平成27年度区　　分

54,8392,846,9512,901,790人 件 費

45,3862,529,8192,575,205扶 助 費

50,3191,593,5261,643,845公 債 費

△3,583,1266,046,0032,462,877投資的経費

△3,272,94719,325,22716,052,280歳出合計

歳出総額は16,052,280千円ですが、その主なものです。

（単位：千円）

歳入合計…………………… 98億3,461万5,346円
歳出合計…………………… 94億 786万4,541円
歳入歳出差引額 …………… 4億2,675万 805円

（単位：円）

差　引　額歳　　　出歳　　　入会　　計　　名

201,262,8834,285,667,5864,486,930,469国 民 健 康 保 険 事 業

1,658,388278,186,008279,844,396後 期 高 齢 者 医 療

148,319,7033,518,387,2973,666,707,000介 護 保 険 事 業

8,290,74296,553,046104,843,788農 業 集 落 排 水 事 業

64,527,6681,216,282,4161,280,810,084下 水 道 事 業

757,7446,695,5267,453,270合 併 処 理 浄 化 槽 事 業

358,0203,720,0284,078,048豊 川 財 産 区

218,299888,0001,106,299下 虻 川 財 産 区

989,180733,2761,722,456和 田 妹 川 財 産 区

368,178751,3581,119,536飯 塚 財 産 区

426,750,8059,407,864,5419,834,615,346計

平成27年度 

決　算 
一般会計 

平成27年度 

決　算 
特別会計 

※平成28年度に繰り越した事業に使う財源を差し引いた額

� 歳 入

か た が み 市 議 会 だ よ り 22016.11

� 歳 出●●



◆財政指数の推移
普通会計における主な財政指数の推移は、次の表のとおりです。

比　較平　成
26年度

平　成
27年度財政指数

　　　　　年度

2.56.18.6① 実質収支比率（％）

0.000.330.33② 財 政 力 指 数

△ 0.490.590.1③ 経常収支比率（％）

△ 1.07.76.7④ 実質公債費比率（％）

収益的収入 6億2,600万7,108円

収益的支出 5億3,241万2,916円

資本的収入 1億4,193万8,824円

資本的支出 3億7,095万6,099円

水道事業会計決算

9月定例会 
2016年 

９月６日～28日 

９月定例会は、９月６日から28日までの23日間にわ

たり開催されました。

一般質問者３名、審議した議案は、報告案件３件、条

例案２件、単行案１件、一般会計補正予算、特別会計補

正予算４件を原案どおり可決、決算12件を認定しました。

（単位：千円）

増　減
H26末
現在高

H27末
現在高

基　　金　　名

277,5182,187,9172,465,435財 政 調 整 基 金

200,00148200,049減 債 基 金

△  99,1311,828,7231,729,592合 併 振 興 基 金

15,65514,96430,619ふ る さ と 応 援 基 金

000ふ る さ と 創 生 基 金

△553,418553,4180市役所庁舎建設基金

000宿泊施設運営振興基金

59,5719,576地 域 福 祉 基 金

47,5967,600ふるさと水と土保全基金

000観 光 振 興 基 金

1120,88220,893小 学 校 建 築 基 金

11,0501,051ス ポ ー ツ 振 興 基 金

△159,3544,624,1694,464,815合　　　　計

増　減
Ｈ26末
現在高

Ｈ27末
現在高

会　計　名区
分

797,75618,496,41219,294,168一 般 会 計
普　

通

△  94,1773,067,5682,973,391水道事業会計
法　

適

△  59,8171,005,225945,408
農業集落排水

事業特別会計

法　
　

非　
　

適

△ 440,0508,523,0398,082,989
下 水 道 事 業

特 別 会 計

△　 1,26934,86333,594
合併処理浄化槽

事業特別会計

△ 501,1369,563,1279,061,991計

202,44331,127,10731,329,550合　　　計

（単位：千円）
積立金の状況 市 債 残 高

か た が み 市 議 会 だ よ り 2016.113

※ふるさと創生基金、市役所庁舎建設基金、宿泊施設運営振興基金、
観光振興基金は平成27年度末で廃止。

平成27年度 各会計 



平成28年度　各会計補正予算 

か た が み 市 議 会 だ よ り 42016.11

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

●９月定例会に計上された補正予算の主なもの （単位：千円）

●補正後の各会計の予算額 （単位：千円）

補　正　額項　　　　　　　　目

5,746飯塚地区自治会館（仮称）実施設計委託料

一　

般　

会　

計

135,000旧八郎潟ハイツ等解体工事

37,800旧八郎潟ハイツアスベスト除去工事

32,143二田新町児童館（仮称）建築工事

85,000おいわけ児童クラブ（仮称）整備工事

1,426各種個別予防接種委託料（B型肝炎予防接種）

2,720天王排水機場排水管改修工事

5,000児童生徒派遣費補助金

補正後の予算額補　正　額会　　　計　　　名

15,296,071325,373一 般 会 計

291,9231,658後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

3,862,86597,680介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

◆
人
事
案
件

同
　
　
意

�
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

川
　
上
　
　
　
孝

氏

（
昭
和
豊
川
竜
毛
）

◆
陳
　
　
情

採
　
　
択

・
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
の
早

期
実
現
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
及
び
負
担

軽
減
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

◆
陳
　
　
情

不

採

択

・
中
国
共
産
党
政
府
に
よ
る
法
輪
功
迫
害
の
停
止

と
、
臓
器
の
強
制
摘
出
の
停
止
の
た
め
日
本
政
府

の
正
義
の
行
動
を
求
め
る
意
見
書
に
係
る
陳
情

予
算
決
算
特
別
委
員
会

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
潟
上
市
議
会
予
算
決
算

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
全
議
員
で
予
算
・
決
算

関
連
の
議
案
等
を
審
査
し
ま
し
た
。
13
日
は
大
綱
質

疑
を
行
い
、
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
当
局

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

・
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

・
自
治
会
館
な
ど
の
集
会
施
設
統
廃
合
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

・
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
の
運
行
時
間
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
委
員
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
屋
上
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
に
つ
い
て

・
国
保
制
度
改
正
に
対
す
る
市
と
し
て
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て

ま
た
、
27
日
に
は
各
分
科
会
で
詳
細
審
査
し
た
議

案
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
科
会
委
員
長
よ
り
報
告

が
あ
り
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
特

別
委
員
会
の
審
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

再
　
任

◆
報
告
事
項

・
平
成
27
年
度
健
全
化
判
断
比
率

・
平
成
27
年
度
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率

・
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
の
継
続
費
精
算
報
告
書

◆
条
例
の
改
正

全
案
可
決

・
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
単
　
行
　
案

可
　
　
決

・
平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
処
分

◆
補
正
予
算

全
案
可
決

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
決
算
の
認
定

認
　
　
定

・
一
般
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

・
豊
川
財
産
区
特
別
会
計

・
下
虻
川
財
産
区
特
別
会
計

・
和
田
妹
川
財
産
区
特
別
会
計

・
飯
塚
財
産
区
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

◆
発
　
　
議

可
　
　
決

・
潟
上
市
議
会
予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に

関
す
る
発
議
（
第
２
号
）

●



●
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

旧
八
郎
潟
ハ
イ
ツ
の
建
物

に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去

の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、

過
去
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
は

な
い
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。
ま
た
耐
震
基
準

は
満
た
し
て
い
る
の
か
。

平
成
25
年
度
に
ア
ス
ベ
ス

ト
の
簡
易
調
査
を
実
施
し
数
ヵ

所
の
使
用
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
解
体
す
る
に
あ
た

り
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
解
体

工
事
費
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。
耐
震
診
断
は
、
平
成
25
年

度
に
実
施
し
、
宿
泊
棟
は
強
度

不
足
に
よ
り
対
策
が
必
要
、
体

育
館
に
つ
い
て
は
天
井
の
ブ
レ

ー
ス
の
補
強
が
必
要
と
診
断
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

平
成
26
年
５
月
に
説
明
し
て
い

ま
す
。二

田
新
町
児
童
館
に
つ
い

て
、
地
域
要
望
で
は
児
童
公
園

内
へ
の
建
設
を
お
願
い
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
現
存
地
へ

新
築
を
す
る
の
か
。
ゆ
と
り
の

あ
る
施
設
に
し
て
、
今
あ
る
敷

問 答 問

９月

定例会

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

か た が み 市 議 会 だ よ り 2016.115

特別委員会分科会のうごき 

市はどう答えたか 

総務文教
委
員
長

中
川
　
光
博

副
委
員
長

佐
藤
　
義
久

委
　
員

堀
井
　
克
見

委
　
員

藤
原
　
幸
雄

委
　
員

戸
田
　
俊
樹

委
　
員

児
玉
　
春
雄

委
　
員

伊
藤
　
正
吉

委
　
員
　
会
　
報
　
告

地
や
Ｊ
Ｒ
の
土
地
を
駐
車
場
に

し
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

児
童
公
園
内
は
広
い
の
で
緊

急
時
に
集
ま
っ
て
も
、
ま
だ
余

裕
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

二
田
新
町
児
童
館
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
地
域
と
共
に
検

討
・
協
議
し
て
き
ま
し
た
。
児

童
公
園
内
に
建
設
で
き
な
い
か

と
の
こ
と
で
す
が
、
災
害
が
起

き
た
場
合
を
考
え
ま
す
と
現
存

答

地
へ
の
建
設
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
の
土
地
に

つ
い
て
、
自
治
会
と
し
て
Ｊ
Ｒ

と
折
衝
し
ま
し
た
が
、
回
答
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

市
税
の
収
納
率
は
上
向
き

で
あ
る
が
、
不
納
欠
損
に
至
る

問

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

滞
納
整
理
を
進
め
る
う
え

で
滞
納
者
の
財
産
調
査
を
行
い

ま
す
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
会
社

の
倒
産
、
生
活
保
護
の
受
給
な

ど
様
々
で
す
が
、
財
産
調
査
に

よ
り
差
押
可
能
な
財
産
が
な
か

っ
た
と
き
、
ま
た
滞
納
処
分
を

執
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活

を
著
し
く
困
窮
さ
せ
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
に
不
納
欠
損
処
理

と
し
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
委

託
料
に
つ
い
て
、
ど
こ
の
学
校

で
委
託
先
の
何
台
の
バ
ス
で
回

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
長
期
ス

パ
ン
で
考
え
た
場
合
、
直
営
で

や
っ
た
場
合
、
直
営
と
委
託
し

た
場
合
ど
っ
ち
が
有
利
に
な
る

の
か
。ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
大
豊
小

学
校
が
統
合
の
際
に
豊
川
地
区

を
２
系
統
２
台
で
運
行
す
る
と

い
う
内
容
で
す
。
２
台
動
い
た

場
合
に
色
々
な
不
測
の
事
態
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
委
託
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
代
替
の
バ
ス
が
す

ぐ
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
も

含
め
て
こ
の
委
託
と
な
り
ま

す
。

答 問 答

二田新町児童館の現状



９月

定例会

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ
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特別委員会分科会のうごき 

市はどう答えたか 

社会厚生
委
員
長

西
村
　
　
武

副
委
員
長

藤
原
　
典
男

委
　
員

佐
々
木
嘉
一

委
　
員

千
田
　
正
英

委
　
員

大
谷
　
貞
廣

委
　
員

菅
原
　
久
和

委
　
員
　
会
　
報
　
告

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

地
域
子
供
の
未
来
応
援
交

付
金
事
業
の
今
後
の
予
定
は
。

現
在
子
ど
も
の
貧
困
対
策

整
備
計
画
庁
内
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
今
後
実
施
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
内
容
等
を
検
討
し

外
部
委
員
で
組
織
す
る
、
貧
困

対
策
協
議
会
で
内
容
を
精
査
し

年
度
内
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策

整
備
計
画
を
策
定
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
の
扱
い
と
内
容
は
。

問 答 問

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
は
、
定
期
予
防
接
種
で
全

員
が
受
け
る
義
務
が
あ
り
、
対

象
と
な
る
方
は
、
通
知
や
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
、
乳
児
健
診
等
で
保

護
者
に
説
明
し
、
接
種
勧
奨
を

し
、
未
接
種
者
に
つ
い
て
は
他

の
定
期
予
防
接
種
と
同
じ
く
、

個
別
に
通
知
等
で
接
種
勧
奨
を

行
い
ま
す
。

人
工
内
耳
用
電
池
購
入
費

助
成
金
の
対
象
者
と
内
容
は
。

対
象
者
は
両
耳
と
も
90
デ

シ
ベ
ル
以
上
の
高
度
難
聴
者
で

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上
に

答 問 答

相
当
し
、
補
聴
器
の
装
用
効
果

が
期
待
で
き
な
い
方
で
す
。

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

が
平
成
33
年
度
に
は
埋
立
終
了

見
込
み
と
の
こ
と
だ
が
今
後
の

対
応
策
は
。

見
込
み
で
は
平
成
33
年
度

末
で
終
了
す
る
予
定
で
す
が
、

今
後
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は

現
在
、
内
部
で
鋭
意
検
討
中
で

あ
り
、
計
画
案
が
出
来
次
第
、

相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
平
成
27
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

国
保
税
の
不
納
欠
損
額
は

３，

４
６
８
万
６
千
円
と
な
っ

て
い
る
が
要
因
は
。

主
に
生
活
困
窮
者
で
時
効

５
年
間
に
よ
る
も
の
で
、
対
象

件
数
は
４
１
８
件
で
す
。

答 問 答 問

加
入
世
帯
数
の
状
況
は
。

加
入
世
帯
数
は
平
成
26
年

度
は
４，

８
０
０
世
帯
で
、
平

成
27
年
度
は
４，

７
９
１
世
帯
、

人
数
で
約
１
０
０
名
の
減
と
な

っ
て
お
り
、
毎
年
減
少
傾
向
が

続
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

●
平
成
27
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

収
入
未
済
額
、
４
２
７
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
要
因
は
。

主
に
普
通
徴
収
者
で
平
成

26
年
度
は
滞
納
者
１
０
１
名
で

し
た
が
、
27
年
度
は
79
名
と
改

善
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答 問 答 問
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特別委員会分科会のうごき 

市はどう答えたか 

産業建設
委
員
長

小
林
　
　
悟

副
委
員
長

菅
原
理
恵
子

委
　
員

鐙
　
　
仁
志

委
　
員

澤
井
昭
二
郎

委
　
員

鈴
木
斌
次
郎

委
　
員

伊
藤
　
榮
悦

委
　
員
　
会
　
報
　
告

●
平
成
27
年
度
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分

建
設
改
良
積
立
金
の
事
業

計
画
は
。

昭
和
町
後
ポ
ン
プ
場
の
移

設
と
天
王
地
区
浄
水
場
の
統
合

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
道
配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
い
る

24
㎞
を
年
次
計
画
で
更
新
し
て

い
く
予
定
で
す
。

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
育
成
研
修
事
業
費
に
つ
い
て

は
。

問 答 問

今
回
の
補
正
は
、
未
来
農

業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
事

業
費
補
助
金
、
年
間
90
万
円
か

ら
国
が
行
っ
て
い
る
青
年
就
農

給
付
金
準
備
型
で
す
。

青
年
就
農
給
付
金
の
受
給

年
数
は
。

研
修
期
間
に
受
給
で
き
る

青
年
就
農
給
付
金
準
備
型
が
２

年
間
、
就
農
開
始
か
ら
受
給
で

き
る
青
年
就
農
給
付
金
の
経
営

開
始
型
が
５
年
間
で
す
。

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

中
間
管
理
機
構
を
通
し
た

貸
付
け
面
積
は
。

経
営
転
換
協
力
金
事
業
が
、

離
農
分
16
戸
21
・
46
ha
、
耕
作

者
集
積
協
力
金
事
業
、
集
積
で

き
る
農
地
１
０
０
筆
分
の
24
・

51
ha
で
す
。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
交
付
金
に
つ
い
て
は
。

対
象
者
は
、
新
規
就
農
者

で
、
無
農
薬
な
ど
の
有
機
栽
培

を
お
こ
な
っ
て
い
る
方
で
す
。

昨
今
の
農
業
労
働
状
況
は
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
環
境
保
全
型

農
業
は
、
手
間
が
か
か
る
理
由

答 問 答 問 答 問 答

に
よ
り
現
在
１
名
の
対
象
で

す
。

経
営
所
得
安
定
対
策
推
進

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
。

本
事
業
の
補
助
金
は
定
額

で
す
。
補
助
金
の
内
訳
は
、
天

王
地
域
農
業
再
生
協
議
会
４
２

３
万
８
千
円
、
昭
和
飯
田
川
地

域
農
業
再
生
協
議
会
５
６
４
万

６
千
円
で
す
。

●
平
成
27
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

普
及
率
２
・
９
％
で
対
象

戸
数
は
。

普
及
率
は
処
理
区
域
人
口

１，

０
１
９
人
を
市
全
体
の
人

口
で
算
出
。
ま
た
、
処
理
区
域

の
戸
数
は
３
１
６
戸
で
す
。

●
平
成
27
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

補
助
事
業
、
単
独
事
業
の

施
工
単
価
や
諸
経
費
率
は
。

補
助
、
単
独
の
諸
経
費
率

は
同
等
で
、
単
独
工
事
に
つ
い

て
は
、
一
般
管
理
費
、
現
場
管

理
費
率
を
若
干
下
げ
て
、
施
工

答 問 答 問 答 問

単
価
は
、
補
助
単
独
と
も
差
違

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
27
年
度
合
併
処
理

浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

市
町
村
設
置
型
の
保
守
点

検
は
。年

１
回
程
度
の
汚
泥
の
引

き
抜
き
、
浄
化
槽
内
部
の
清
掃

で
す
。

●
平
成
27
年
度
豊
川
財
産

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

財
産
売
払
収
入
の
目
的
は
。

過
去
10
年
以
上
間
伐
等
が

行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
を
間

伐
、
適
正
な
森
林
の
保
全
を
図

っ
て
い
ま
す
。

●
平
成
27
年
度
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定

有
収
率
が
昨
年
よ
り
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て
い
る
理

由
は
。有

収
率
は
総
配
水
量
に
占

め
る
検
針
水
量
の
割
合
で
、
漏

水
や
不
明
水
が
少
な
く
な
り
水

の
無
駄
が
な
く
な
っ
た
た
め
で

す
。

答 問 答 問 答 問

町後ポンプ場
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一般質問  

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
に

つ
い
て
は
。

市
へ
の
移
住
・
定
住
を
検
討
し

て
い
る
方
々
の
不
安
解
消
や
相
談
対
応

等
は
、
一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推

進
機
構
が
運
営
す
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
移

住
・
交
流
ナ
ビ
」や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

秋
田
県
移
住
・
定
住
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
な
ど
通
じ
、
情
報
を
提
供
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

検
討
す
る
際
に
考
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁

質
問

官
民
協
同
・
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
は
。

個
人
の
資
産
活
用
と
し
て
の
側

面
も
有
し
て
お
り
、
一
義
的
に
は
所
有

答
弁

質
問

災
害
時
に
秋
田
県
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
避
難
所
・

仮
設
住
宅
へ
の
入
退
去
、
救
援
物
資
の

管
理
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
時
に
早
期
の

罹
災
証
明
書
の
発
行
、
義
援
金
の
配
布

な
ど
、
被
災
者
情
報
を
一
元
的
に
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

県
内
市
町
村
の
情
報
収
集
を
行
い
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

昨
年
度
、
潟
上
市
総
合
戦
略
の

策
定
に
あ
た
り
、
「
結
婚
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
市
民
千
人
に
行
い
、
現

状
を
分
析
。
結
婚
支
援
を
進
め
る
上
で

行
政
に
充
実
し
て
ほ
し
い
施
策
の
う
ち

「
住
宅
費
用
の
支
援
」
と
答
え
た
既
婚

者
は
60
％
。
未
婚
者
へ
未
婚
の
理
由
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ
た
の
は

答
弁

質
問

菅原理恵子
議員

↓

↓

↓

政
府
は
来
年
の
国
会
に
要
介
護

１
・
２
を
介
護
保
険
の
対
象
か
ら
外
す

と
い
う
法
律
案
を
提
出
す
る
よ
う
だ

が
、
詳
細
や
本
市
の
考
え
は
。

要
介
護
１
・
２
の
方
を
介
護
保

険
の
対
象
か
ら
外
し
、
原
則
本
人
の
自

己
負
担
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
財

政
制
度
等
審
議
会
に
お
い
て
、
平
成
28

年
度
末
ま
で
結
論
を
得
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
詳
細
は
ま
だ
決
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
答
え
で
き
ま

せ
ん
。
改
革
の
内
容
が
具
体
的
に
示
さ

れ
た
段
階
で
、
第
７
期
介
護
保
険
計
画

答
弁

質
問

に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
改

正
後
の
法
律
を
重
視
し
つ
つ
、
市
で
決

定
で
き
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
介
護
を
受
け
る
方
の
立
場
に
な
り

ま
し
て
、
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
事

業
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
よ
り
小
学
校
５
年
生

か
ら
本
格
的
に
英
語
教
育
が
始
ま
る

が
、
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
や
保
護
者
へ

の
対
応
、
教
員
の
確
保
は
。

学
習
指
導
要
領
で
は
「
小
学
校

英
語
活
動
の
目
標
」
は
「
言
語
や
文
化

に
つ
い
て
体
験
的
に
理
解
を
深
め
、
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ

う
と
す
る
態
度
の
育
成
、
外
国
語
の
音

声
や
基
本
的
な
表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ

る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
標
を
受
け

英
語
活
動
支
援
員
の
確
保
や
教
員
の
指

答
弁

質
問

導
力
向
上
に
取
り
組
み
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

や
学
校
だ
よ
り
な
ど
で
保
護
者
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
要
望

と
し
て
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

望
む
声
が
あ
る
が
、
当
局
の
対
応
は
。

交
通
空
白
区
域
の
解
消
を
図
る

答
弁

質
問

た
め
、
地
勢
等
の
状
況
や
高
齢
化
率
等

を
勘
案
し
、
昭
和
豊
川
地
域
の
株
山
、

真
形
・
草
生
土
地
区
を
対
象
に
平
成
26

年
度
か
ら
運
行
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
方
向
性
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
展
す
る
中
で
、
高
齢
者
の
通
院

や
買
い
物
な
ど
、
生
活
の
足
を
守
る
た

め
の
生
活
交
通
の
確
保
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
潟
上
市
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
中
で
市
民
や
バ
ス
利
用
者

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
予

定
し
て
お
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

対
応
し
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
や
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
事
業
を
含
む

公
共
交
通
は
、
費
用
対
効
果
の
面
で
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
利
便
性
が

高
く
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
確
立
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

介護保険事業の
今後の取り組みについて

藤原　典男
議員

小
学
校
で
も
始
ま
る
英
語
教
育

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
テ
キ
ス
ト
基
礎
英
語
３

【
発
行
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
】

再生について

小
学
校
で
の
英
語
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
婚
さ
ん
を
応
援
す
る

事
業
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
い
タ
ク
シ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
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一般質問  

第
二
次
市
総
合
計
画
前
期
基
本

計
画
の
重
点
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
市
民

参
画
と
協
働
」「
子
育
て
と
教
育
」「
住

み
よ
さ
と
魅
力
の
向
上
」
が
謳
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
市
自
治
基
本
条
例
は
、

市
条
例
の
最
高
規
範
と
し
て
理
念
を
定

め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
行
政
施
策
の

推
進
上
「
参
画
と
協
働
」
は
個
別
条
例

を
制
定
し
て
対
処
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

自
治
基
本
条
例
は
、
市
政
運
営

の
基
本
ス
タ
イ
ル
を
「
参
画
」
と
「
協

働
」と
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

潟
上
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
の
趣
旨
に

沿
っ
て
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
個
別
条

例
の
必
要
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ

の
他
自
治
基
本
条
例
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
や
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
支

援
等
々
が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

答
弁

質
問

た
、
第
二
次
総
合
計
画
に
も
施
策
の
方

向
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
第
二
次
市
総
合
計
画
」
は
序

論
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
10
年
）
前
期
基

本
計
画
（
５
年
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

質
問

基
本
計
画
は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

よ
っ
て
流
動
的
な
側
面
も
あ
る
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
、
３
ヶ
年
毎
の
実
施
計

画
は
重
要
で
あ
る
。

本
年
度
を
初
年
度
と
す
る
実
施
計
画

は
あ
る
か
。

計
画
の
実
効
性
と
信
憑
性
を
高

め
る
た
め
「
実
施
計
画
」
は
必
要
で
す
。

市
総
合
計
画
は
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
三
層
構

造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
を
初
年

度
と
す
る
「
実
施
計
画
」
は
策
定
済
で

す
。

「
実
施
計
画
」
は
財
政
計
画
と
一
体

的
で
あ
り
、
毎
年
見
直
し
を
し
、
各
事

業
の
進
行
管
理
や
予
算
編
成
に
活
用
す

る
も
の
で
す
。

３
ヶ
年
の
実
施
計
画
（
28
年
度

〜
30
年
度
）
は
策
定
済
と
い
う
答
弁
だ

が
、
財
政
計
画
と
の
一
体
性
か
ら
公
表

し
な
い
も
の
か
。

基
本
的
に
は
事
業
の
進
行
管
理

並
び
に
予
算
編
成
資
料
と
し
て
位
置
づ

け
し
て
お
り
、
公
表
は
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
す
。

答
弁

質
問

答
弁

前
期
基
本
計
画
の
重
点
テ
ー
マ

に
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
の
整
備
が
あ

る
。こ
れ
ら
道
路
の
整
備
財
源
と
し
て
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
か
。

道
路
整
備
に
関
わ
る
補
助
制
度

が
変
わ
っ
て
お
り
、
市
で
は
国
の
助
成

制
度
で
あ
り
ま
す
社
会
資
本
総
合
整
備

交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
ま

す
。
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
３
〜

５
年
計
画
と
し
、
整
備
計
画
書
を
国
に

提
出
し
ま
す
。
交
付
金
事
業
の
整
備
要

件
と
し
て
は
、
ス
ト
ッ
ク
の
大
き
い
ア

ク
セ
ス
道
路
、
歩
行
者
空
間
の
確
保
、

通
学
路
等
に
つ
い
て
は
重
点
配
分
と
な

り
ま
す
。
交
付
金
の
配
分
は
、
県
に
対

し
一
括
交
付
さ
れ
、
県
内
市
町
村
に
配

分
さ
れ
ま
す
。

交
付
金
事
業
に
該
当
し
な
い
道

路
の
整
備
財
源
は
。

交
付
金
等
特
定
財
源
の
見
込
め

な
い
路
線
は
地
方
債
や
一
般
財
源
で
対

応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

「参画」・「協働」は行動が基本
行動のあり方、方針を示すべき

佐々木嘉一
議員

者
と
民
間
市
場
の
動
向
に
委
ね
る
べ
き

と
認
識
。

よ
り
一
層
の
高
齢
化
の
進
行
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
空
き
家
も
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
民
間
市
場
の
動

向
等
を
注
視
し
な
が
ら
判
断
し
て
ま
い

り
ま
す
。

被
災
者
の
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
な
被
災
者
台

帳
の
導
入
は
。

質
問

↓

↓

「
適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
会
わ
な
い
か

ら
」が
49
・
１
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

出
会
い
の
機
会
の
創
出
や
あ
き
た
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
入
会
登
録
料
の
助
成
事

業
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
の
開

設
が
先
決
と
考
え
、
本
市
の
実
情
に
合

わ
せ
た
出
会
い
と
結
婚
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

↓

老人クラブ大会の様子

地域

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て

道
路
整
備
財
源
と
し
て
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
に
つ
い
て

第
二
次
市
総
合
計
画
と

財
政
運
営
に
つ
い
て



参加
人数

会　場日　程

７名天王公民館

10月21日
（金）

７名昭和公民館

４名飯田川公民館

18 名合　　　計
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議会議員政治倫理条例にかかわる関係私企業との請負契約等の状況について、市長より報告があり

ましたので次のとおり公表します。

契　約　期　間
発 注 期 日
（契約年月日）

請負契約等の金額
（実績額）

契約形態請負人の氏名請負契約等の内容事　業　名関係する議員

平成28年５月11日～
平成29年３月31日

平成28年５月11日
734,400円／t
（741,744円）

競争入札
(単価契約)

㈲チダ薬局
代表取締役
　千田　健一

活 性 炭 納 入

市単独事業千田　正英

平成28年５月11日～
平成29年３月31日

平成28年５月11日
140,400円／t
（561,600円）

競争入札
(単価契約)

炭酸ソーダ納入

平成28年５月11日～
平成29年３月31日

平成28年５月11日
23,328円／t
（93,312円）

競争入札
(単価契約)

凝 集 剤 納 入

平成28年５月11日～
平成29年３月31日

平成28年５月11日
75,600円／t
（105,840円）

競争入札
(単価契約)

苛性ソーダ納入

平成28年５月20日～
平成28年６月17日

平成28年５月20日619,272円　 随意契約プール用薬品購入

【平成28年５月１日～平成28年７月末日】

※実績額は平成28年７月末現在

関係私企業との請負契約等の状況について 関係私企業との請負契約等の状況について 

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
予
算
の
総
額
は
１
４
８
万
４
千
円
の
追
加
で
、

飯
田
川
支
団
第
２
分
団
の
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
出
場

に
伴
う
経
費
で
す
。

９
月
27
日
の
予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
休
憩
中
に
お
い

て
、佐
藤
義
久
議
員
が
市
当
局
へ
の
不
適
切
な
発
言
が
あ
り
、

ま
た
付
託
さ
れ
て
い
な
い
案
件
に
つ
い
て
反
対
討
論
を
し
た

と
し
て
、
取
下
げ
動
議
が
可
決
さ
れ
た
が
応
じ
な
か
っ
た
と

し
て
、
28
日
の
本
会
議
最
終
日
、
佐
藤
議
員
に
対
す
る
懲
罰

動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
市
議
会
で
は
懲
罰
特
別
委
員
会
を
設
置
し

審
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
佐
藤
議
員
に
は
「
戒
告
」

が
妥
当
と
判
断
し
、
堀
井
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。
本
会

議
で
の
採
決
の
結
果
、
14
対
２
の
賛
成
多
数
で
佐
藤
議
員
へ

の
戒
告
が
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

平成28年度議会報告会を市内

３か所で開催しました。市民の皆

様からいただいたご意見ご要望に

ついては市当局に報告し、この後

その対応策等について市民の皆様

にお知らせいたします。

開催場所および参加人数は次の

とおりです。

第
３
回
臨
時
議
会
は
８
月
19
日
に
開
催

さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま

し
た
。

◆
議
案
の
内
容

８
月
19
日
開
催

議
席
番
号
14
番
　
佐
藤
義
久
議
員
に
対
す
る

懲
罰
の
動
議
に
つ
い
て

議会報告会を
開催しました

第７回 第
３
回
臨
時
議
会

第
３
回
臨
時
議
会 
第
３
回
臨
時
議
会

第
３
回
臨
時
議
会 
第
３
回
臨
時
議
会 

懲

罰

動

議

懲

罰

動

議 

懲

罰

動

議 

全
会
一
致
可
決
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●
三
重
県
亀
山
市

◎
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

市
の
観
光
振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
、
計
画

的
な
観
光
振
興
方
策
の
位
置
づ
け
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
政
策
方
針
は
、
①
埋
も
れ
た
資
源
の
発
掘
･
磨
き

上
げ
②
ま
ち
づ
く
り
観
光
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
③
他

計
画
、
調
査
と
の
整
合
を
図
る
④
市
民
、
団
体
の
参
画

を
得
る
。市
の
地
域
資
源
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

体
験
型
・
体
感
型
の
交
流
、
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の

実
施
、
都
市
部
に
お
け
る
物
産
紹
介
等
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
滋
賀
県
甲
賀
市

◎
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

現
在
市
の
認
定
件
数
は
30
経
営
体
あ
り
、
県
内
最
多

で
す
。
目
標
と
し
て
、
①
経
営
の
多
角
化
に
よ
る
新
た

な
収
入
源
の
確
保
②
一
農
家
逸
品
づ
く
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
６
次
産
業
化
で
は
生
産
者
と
販
売
者
が
分
業
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
、
ま
た
企
業
や
大
学
と
連
携
も
検

討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
甲
賀
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
、
ま
た
以
前
か
ら
学
校
給
食
等
で
気

運
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
滋
賀
県
湖
南
市

◎
景
観
計
画
に
つ
い
て

湖
南
市
ら
し
い
景
観
を
守
り
、
次
世
代
へ
継
承
す
る

と
と
も
に
市
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
平
成
25
年
に
「
湖
南
市
景
観
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
方
針
は
、
①
自
然
景
観
の
美

し
さ
を
守
る
②
受
け
継
い
だ
歴
史
文
化
が
薫
る
伝
統
的

景
観
を
継
承
③
後
世
に
残
る
美
し
く
魅
力
的
な
景
観
を

創
造
す
る
④
み
ん
な
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
「
美
し

さ
」
を
意
識
す
る
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
山
梨
県
甲
府
市

◎
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

甲
府
市
で
は
平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
し
、
甲
府
市

障
が
い
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
各
種
障
が
い
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
視
察
先
の
甲
府
市
障
害

者
セ
ン
タ
ー
は
当
初
、
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
知
的
障
害
者
通
所
支
援
施
設
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
制
度
改
正
を
重
ね
現
在
は
生
活
介
護
、
自
律
訓

練
、
就
労
支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
多
機
能
型
事

業
を
一
日
約
60
人
の
障
が
い
者
が
通
所
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
山
梨
県
山
梨
市

◎
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

山
梨
市
で
は
平
成
18
年
に
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
空
き
家

バ
ン
ク
仲
介
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
効
果
と
し
て
、
契
約
が
協
会
の
役
割
と
な
る

こ
と
か
ら
行
政
で
は
事
務
の
軽
減
、
リ
ス
ク
回
避
に
な

り
情
報
発
信
に
専
念
で
き
、
事
業
実
績
と
し
て
問
合
せ

が
月
平
均
約
60
件
以
上
、
利
用
登
録
者
数
４
４
１
人
、

成
約
件
数
80
件
、
移
住
者
が
１
６
０
人
と
、
一
定
の
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

●
山
梨
県
韮
崎
市

◎
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

韮
崎
市
で
は
「
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
心
身

と
も
に
健
や
か
に
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
に
第
二
次
韮
崎
市
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
地
域
･
行
政
や
関
係
機
関
等
の
交
流
や
連
携

を
進
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
４
月
よ
り
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
20
歳
以
上
の
市
民
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

配
布
し
健
診
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
応
じ
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
百
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
場
合
は
千
円
の
ク
オ
カ

ー
ド
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

●
京
都
府
木
津
川
市

◎
公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

平
成
27
年
に
木
津
川
市
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策

定
し
、
利
用
促
進
の
た
め
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
の
導
入

や
、
バ
ス
は
視
認
性
を
高
め
る
た
め
大
胆
な
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
採
用
、
ま
た
毎
月
「
公
共
交
通
だ
よ
り
」
を
発
行

し
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
は
じ
め
公
共
交
通
へ
の
問
い

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
バ
ス
運
行
事
業
者
の

乗
務
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
、
各
路

線
が
抱
え
る
問
題
点
や
改
善
策
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
施
策
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
兵
庫
県
篠
山
市

◎
た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
、
座
席
数
８
０

０
席
、
総
工
費
11
億
２
千
万
円
。
文
化
芸
術
の
鑑
賞
や

発
表
、
協
働
や
参
画
、
集
い
の
場
と
し
て
市
民
み
ん
な

が
�
感
動
・
創
造
・
交
流
�
で
き
る
拠
点
を
基
本
理
念

の
３
本
柱
と
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
で
す
。利
用
状
況
は
、

入
館
者
数
４
６，

２
９
９
人
、
利
用
率
94
・
３
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
事
業
は
①
ホ
ー
ル
貸
出
し
②
年
間
10
本

の
自
主
公
演
事
業
③
市
民
協
働
企
画
事
業
の
３
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
職
員
５
名
の
他
、
舞
台
案
内
30
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
年
間
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
京
都
府
南
丹
市

◎
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

南
丹
市
で
は
、
市
債
の
発
行
は
平
成
30
年
度
ま
で
が

ピ
ー
ク
で
31
年
度
以
降
は
大
き
く
減
少
す
る
の
で
、
平

成
29
年
度
か
ら
の
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
財
政
運
営
を

進
め
、
一
層
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
り
人
件

費
や
公
債
費
の
抑
制
を
図
り
、
収
支
均
衡
を
目
指
す
と

の
こ
と
で
し
た
。
合
併
に
よ
り
重
複
す
る
公
共
施
設
の

廃
止
・
転
用
な
ど
再
編
に
つ
い
て
も
、
市
有
財
産
等
処

分
内
部
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
統
廃
合
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

７
月
13
日
〜
15
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

７
月
20
日
〜
22
日

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

７
月
13
日
〜
15
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

〟
〝
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第
46
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・
平
成
28
年
11
月
１
日

発
行
／
潟
上
市
議
会
／
秋
田
県
潟
上
市
天
王
字
棒
沼
台
２
２
６
―
１
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８（
８
５
３
）５
３
３
０

編
集
／
潟
上
市
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　
　
　
印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷

編
集
後
記 

９
月
定
例
議
会
は
、
各
会
計

の
補
正
予
算
審
査
と
、
平
成
27

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決

算
の
認
定
等
を
行
い
ま
し
た
。

認
定
の
意
義
は
27
年
度
で
執
行

さ
れ
た
予
算
が
計
画
通
り
か
、

ま
た
費
用
対
効
果
の
検
証
な

ど
、
次
年
度
の
予
算
配
分
の
参

考
に
も
な
る
大
事
な
審
査
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

私
共
議
員
は
、
市
民
か
ら
選

出
さ
れ
、
市
の
各
種
事
業
を
支

え
る
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会

計
等
の
審
査
に
関
わ
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
市
民
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
西
村
　
武

記
）

陳情第 1 4号認 定 第 １ 号発 議 第 ２ 号

　　　　　議  案  等

氏　　名　　　　　

会　派　名

○○○小　林　　　悟代　表

新生クラブ ○○○千　田　正　英

○○○伊　藤　正　吉

○○×大　谷　貞　廣代　表

政友平成会 ×○×児　玉　春　雄

○○×澤　井　昭二郎

○○○佐々木　嘉　一代　表

改革クラブ

○○○戸　田　俊　樹副代表

○○○鈴　木　斌次郎

○○○菅　原　久　和

○○○中　川　光　博

○○×藤　原　幸　雄代　表

新　光　会 ○○×西　村　　　武幹事長

○○×鐙　　　仁　志

×○×藤　原　典　男日 本 共 産 党
会
派
に
属
さ
な
い

○○○菅　原　理恵子公 明 党

○○×堀　井　克　見生 新 会

○×○佐　藤　義　久新星だるま会

議議議伊　藤　榮　悦議　　　　 長

採 択認 定原案可決結 果

9月定例会各議員の賛否一覧（全会一致を除く） 9月定例会各議員の賛否一覧（全会一致を除く） 9月定例会各議員の賛否一覧（全会一致を除く） 平成28年 

（〔○〕：賛成、〔×〕：反対、〔欠〕：欠席、〔議〕：議長）

※ 潟上市議会予算決算特別委員会の設置に関する決議について

平成27年度潟上市一般会計歳入歳出決算の認定について

沖縄の米軍普天間飛行場代替施設建設の早期実現、沖縄米軍基地の整理縮小及び負担軽減

を求める意見書の採択を求める陳情

陳情第14号

認定第１号

発議第２号


